
面積の公式（基本）１.
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曲線で囲まれる面積の公式
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放物線�\ �D[ �E[�F�と直線�\ P[�Q �は

�[ D �で接する。
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の共通接線が���つあるとき，��つの放物線と共通接線によって囲

まれる図形は���つできるが，どちらの面積�6�も，
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よって囲まれる部分の面積�6�は，
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のとき，���次関数�\ �D[ � �E[ �F[�G�と�[�軸によって

囲まれる部分の面積�6�は，�E�D S�，�F�E T�とおくと，
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��次関数�\ �D[ � �E[ � �F[ �G[�Hと���点で接する

直線によって囲まれる部分の面積�6�は，
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ただし，D���E�（�D�E �）は接点の�[�座標である。

※共通接線が�[�軸でも成り立つ。

※�G���H�の値は面積に依存しない定数であることがわかる。
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